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至名栗

渋沢平九郎が変装の
ために着替える（伝）

渋沢成一郎、尾高惇忠が
興徳寺の関門を通過（伝）

敗走の際に通る（伝）

渋沢平九郎が
茶屋に立寄る

越生町

飯能市

毛呂山町

日高市

狭山市

渋沢平九郎の墓

渋沢成一郎、尾高惇忠が
敗走の際に通る（伝）

渋沢平九郎が

渋沢成一郎、尾高惇忠が
敗走の際に通る（伝）

法恩寺

全洞院
平九郎
自決の地

興徳寺

能仁寺

渋沢平九郎の墓（全洞院）
平九郎自決の地に近い全洞院にあり、
明治7年に渋沢栄一によって建てられた。

（越生町黒山734）

渋沢平九郎自決の地
顔振峠から北側の谷に下りたところにある平九郎終焉の地。
広島藩の斥候兵に取り囲まれ、奮戦の後自刃した。

せっこうへい

（越生町黒山）

渋沢平九郎埋首の地（法恩寺）
さらされた平九郎の首が葬られた法
恩寺に立っている。

（越生町越生704）

能仁寺
振武軍など旧幕府方の本営が置かれた場所で、
振武軍の幹部であった平九郎もここにいたと考

）9231能飯市能飯（。るれらえ

中清米店袖蔵（飯能戦争以前の建物）
飯能戦争は飯能の町も戦場になった。
飯能戦争当時の建物で現存しているも
のはほとんどないと思われる。
 （飯能市本町1-1）

広報はんのう　９月１日号

市町境戦闘のあった場所

（伝） 確かな記録はないが、伝承として伝わっていること
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渋し
ぶ

沢さ
わ

平へ
い

九く

郎ろ
う

は
、
渋
沢
栄え

い

一い
ち

の

い
と
こ
で
、
か
つ
栄
一
の
妻
千ち

代よ

の
弟
で
も
あ
り
ま
す
。
慶
応
３

（
１
８
６
７
）
年
正
月
に
栄
一
が
フ

ラ
ン
ス
に
渡
る
際
に
そ
の
見
立
て
養

子
と
な
り
ま
す
。
栄
一
に
よ
れ
ば
、

平
九
郎
は
風
采
、
容
貌
と
も
に
秀
で

て
、
誠
に
気
立
て
が
良
く
、
剣
術
は

大
変
優
れ
、
若
い
割
に
は
と
て
も
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か
っ
た
そ
う
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す
。ま
た
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、
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あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

平
九
郎
は
、
栄
一
の
養
子
と
な
る
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、
住
み
慣
れ
た
故
郷
武
蔵
国
榛は

ん

沢ざ
わ

郡
下し

も

手て

計ば
か

村
（
現
在
の
深
谷
市
）
を

離
れ
、
江
戸
本

ほ
ん
し
ろ
が
ね
ち
ょ
う

銀
町
三
丁
目
（
現

在
の
中
央
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橋
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三
丁
目
）

で
幕
臣
の
子
と
し
て
生
活
を
始
め
ま

す
。
し
か
し
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
、
時
代
の

嵐
が
容
赦
な
く
平
九

郎
の
人
生
に
吹
き
荒

れ
ま
す
。
将
軍
徳と

く

川が
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

が
大
政
奉
還
を

上
表
し
、
江
戸
幕
府

渋
沢
平
九
郎

と

能
戦

飯

争
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

12
月
の
王
政
復
古
の
大
号

令
、
翌
年
１
月
の
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
い
（
戊
辰
戦
争
の
始

ま
り
）
と
時
代
が
大
き
く
展

開
し
て
い
く
中
で
若
き
平
九

郎
は
大
い
に
迷
い
ま
す
。
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尾お
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か
じ
ゅ
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ち
ゅ
う
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き
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た
り
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フ
ラ
ン
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に

い
る
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一
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痛
心
の

至
」
と
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い
ま
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し
て
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幕
臣
の
子
と

し
て
忠
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と
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す
。
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そ
の
幹
部
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し
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飯
能
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争
に
参
加
し
明
治
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政
府
と
戦
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す
。
し
か
し

武
運
拙
く
敗
れ
、
成
一
郎
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惇
忠
た
ち
と
も
は
ぐ
れ
て
し

ま
っ
た
平
九
郎
は
、
一
人
で

奥
武
蔵
の
山
中
を
逃
走
し
、

顔か
あ
ぶ
り
と
う
げ

振
峠
を
超
え
、
つ
い
に
黒

山
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（
越
生
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）
で
広
島
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兵
に
追
い
詰
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ら
れ
自
刃
し

て
し
ま
う
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す
。
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動
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で
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た
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の
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６
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年
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月
、
渋
沢
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が
フ
ラ
ン
ス

か
ら
帰
国
し
ま
す
。
栄
一
は
、

平
九
郎
が
飯
能
戦
争
で
討
ち

死
に
し
た
こ
と
を
知
り
、
明

治
６(

１
８
７
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年
に
今
市

村(
越
生
町)

の
法ほ

う

恩お
ん

寺じ

か
ら

埋
葬
さ
れ
て
い
た
平
九
郎
の

首
を
引
き
取
り
ま
す
。
さ
ら

に
そ
の
翌
年
に
は
平
九
郎
の

骸む
く
ろ

を
収
容
し
て
谷や

中な
か

墓
地
に

改
葬
し
ま
し
た
。
当
初
骸
が

埋
葬
さ
れ
た
黒
山
村
の
全ぜ

ん

洞と
う

院い
ん

に
は
墓
石
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。

　

後
年
、
法
恩
寺
に
は
「
渋

沢
平
九
郎
埋
首
の
碑
」
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
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しげ

治
はる
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こ

島
じま

　進
すすむ

　越生町の皆さんこんにちは。
　今年はNHK大河ドラマで飯能戦争と振武軍と
して戦った渋沢平九郎が取り上げられ、飯能市で
は、市立博物館においてパネル展「飯能と渋沢栄
一」を開催するなど、郷土の歴史を知る機会とな
っています。
　これも、平九郎終焉の地である越生町と振武軍
の戦いの地となった本市において、若くして亡く
なった平九郎への思いと飯能戦争が、明治の初め
以来、語り継がれてきたためだと考えています。
　今後も、平九郎と飯能戦争ゆかりの地として盛
り上げてまいりましょう。

　越生町の皆さんこんにちは。
　今年は渋沢栄一翁没後90年という節目の年で
す。この記念すべき年に栄一翁が主人公で、越生
町ともゆかりの深い渋沢平九郎も登場する大河ド
ラマ『青天を衝け』が放送され好評です。
　深谷市では、ドラマの世界を体感していただけ
る『渋沢栄一 青天を衝け 深谷大河ドラマ館』も
開館しており、尾高惇忠生家（平九郎の生家）な
どもございますので、ぜひお出かけいただければ
と存じます。
　栄一翁と平九郎の縁を活かし、越生町の皆様と
ともに盛り上げてまいりましょう。
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